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いることにより，① 疾患の客観的記載 ② 自然経過
を知る ③ 適切な治療目標と治療計画を立てることが
できる ④ 適切な患者・家族指導 ⑤ 治療の最適化 ⑥
リハビリテーションチームの統合 ⑦ リハビリテー
ション医療の質の管理が可能の5つのメリットが得ら
れる．これをリハビリテーション診療の基盤として行
東北医誌 114:15-16，2002
い，1995年以降 470例のデータが蓄積され，臨床研究
に用いられる段階に達した．
教室の目指した研究の1つに障害構造の解明があ
る．これは，病気に特異的な障害を，障害モデルを用
いて適切な医学変数により表象することである．二分
脊椎児の発達障害，高齢者の脊柱変形と運動機能，日
常生活，QOLとの関連性をフィールド調査で検討し
た．また，障害，QOLの評価尺度の開発をも行った．こ
れらは全て障害を持つ人々の生活を客観的にとらえ，
リハビリテーション医療を論理的なものにするための
努力であった．このような病気，障害，生活を生物学，
医学，社会学，心理学的変数にて表象する努力は，こ
れからの医療にとって不可欠であろう．
これから10年の障害を持つ人々に対する医学・医療
の向かうべき道は
1. 生物・心理・社会モデルに基づく病者・障害者モ
デルの確立
2. 生活機能の再建を目的とした医療（活動・参加レ
ベルをOutcome Measureとした医療）
3. 社会の安定化に寄与する医療の実践
4. 障害者と健常者とが対等に共生する社会への積
極的関与と考える．
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